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大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財修復学特殊講義（通年）
・文化財修復実習（通年）授業科目

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本文化財科学会　　文化財保存修復学会　　ＩＩＣ　　ＩＩＣＪａｐａｎ

最終学歴

　【研究上の特記事項】

大学院博士後期課程
担当科目

専門分野

学部担当科目

・文化財学研究法（前期）
・保存科学概論（通年）
・保存科学講読（後期）
・保存科学実習（通年）
・保存科学演習（通年）
・博物館実習（通年）
・世界遺産学概論（後期）

日本文化財科学会事務局長（幹事）

文化財の科学的分析等による製作技法の解明、　文化財の保存環境

奈良大学文学部文化財学科　卒業

文学士

保存科学

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業の「だんじりを活かした地域共働
事業」に参画し、学生とともに、奄美大島集中豪雨で被災した文化財の救済活動をおこなった。
・徳島県立博物館からの依頼により、学生とともに展示室の環境管理のボランティア作業をおこなっ
た。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

ネットワーク委員、ホームページ委員、広報担当教員
体育会弓道部顧問

通信教育部担当科目 ・博物館資料論
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①石造文化財の劣化と保存 2015年11月
松茂町文化遺産活用
講座

主催者からの依頼で講演とワークショッ
プを担当(３時間)

⑤保存科学の役割

②

③

④

（学会発表）

③被災文化財の救済活動を通
した文化財教育

⑤

⑥人材育成

②博物館における文化財の展
示・収蔵環境

④博物館と文化財

主催者からの依頼で講演を担当(1.5時
間)

（その他）

③博物館と保存科学―保存科
学が果たす役割

①文化財の保存と低酸素濃度
環境

②簡易な方法で文化財の防虫
環境を創出する試み

文化財救済活動をもとに文化財教育で
の現場教育の重要性について論じた

文化財保存に応用されてきた低酸素濃
度環境を概観し新たな虫害防除環境を
提唱

2014年度奈良大学研究助成を受けて
おこなった研究成果のまとめ

文化財学報第33集

①

事業結果と事業の人材育成としての位
置づけについて報告

2015年3月におこなった文化財保存修
復セミナーの講義録

2015年3月におこなった文化財保存修
復セミナーの講義録

主催者からの依頼で講義を担当(３時
間)

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

2016年3月

（学術論文）

（著書）

①

②

③

奈良大学紀要

文化財学報第34集

2015年3月

2016年3月

2016年3月

平成26年度文化財保
存修復セミナー講義録

平成26年度文化財保
存修復セミナー講義録

平成27年度文化財保
存修復セミナー

平成27年度斑鳩町歴
史講座

だんじりを活かした地域共働
事業実行委員会報告書Ⅱ

2016年2月

2016年2月

2016年2月

2016年3月


